
　
　
　
　
　
　

　

三
重
県
伊
賀
上
野
へ
は
名
古
屋
か
ら
関
西
本
線
に
乗
り
二
時
間

ほ
ど
で
着
く
。
俳
聖
松
尾
芭
蕉
生
誕
の
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、

十
月
の
中
旬
に
は
四
百
年
余
り
の
歴
史
を
持
つ
上
野
天
神
祭
が
古
い

商
家
が
残
る
町
の
中
心
部
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
壮
麗
な
神
輿
行
列

と
異
様
な
鬼
行
列
、
豪
華
絢
爛
な
楼
車
の
行
列
が
上
野
の
城
下
町
を

巡
行
す
る
こ
の
祭
り
は
、
二
〇
一
六
年
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　

神
輿
巡
幸
は
古
式
に
則
っ
て
獅
子
、
鉾
盾
、
毛
槍
、
荷
太
鼓
な
ど

が
二
基
の
神
輿
を
先
導
す
る
。
そ
れ
に
続
く
の
は
二
組
の
鬼
行
列
で

あ
る
。
最
初
の
「
役
行
者
列
」
は
、
修
験
道
の
祖
・
役
行
者
が
大
峰

山
へ
峰
入
り
す
る
様
子

を
表
す
。
印
を
先
頭
に
、

悪
鬼
、
八
天
（
猩
々
、

童
子
、
怪
士
、
小
面
、

小
飛
出
な
ど
）
と
四
天

鬼
、
そ
し
て
能
を
嗜
ん

だ
江
戸
初
期
の
藩
主
・

藤
堂
高
虎
か
ら
拝
領
し

た
阿
古
父
尉
の
面
を
か

ぶ
っ
た
役
行
者
が
威
風

堂
々
と
進
ん
で
い
く
。

殿
を
務
め
る
ひ
ょ
ろ
つ
き
鬼
の
し
ぐ
さ

は
大
人
た
ち
に
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
だ
が
、

迫
ら
れ
た
子
た
ち
は
泣
き
叫
び
親
に
し

が
み
つ
く
。
も
う
一
つ
の
鬼
行
列
は

「
鎮
西
八
郎
為
朝
列
」
で
、
保
元
の
乱

に
敗
れ
伊
豆
大
島
に
流
さ
れ
た
源
為
朝

が
鬼
退
治
を
し
て
凱
旋
す
る
様
子
を
表

す
。
百
余
り
に
及
ぶ
能
面
（
猩
々
、

童
子
、
獅
子
口
、
姥
、
般
若
、
四
天
王

な
ど
）
を
つ
け
た
鬼
た
ち
の
お
練
り
に

続
き
、
武
将
面
を
つ
け
た
勇
壮
な
為
朝

が
弓
矢
を
持
っ
て
登
場
す
る
。
そ
れ
ら

桃
山
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
能
面

は
迫
力
あ
る
貴
重
な
も
の
も
多
い
。

　

楼
車
は
九
基
あ
り
、
各
町
と
も
印
を

先
頭
に
優
雅
な
祇
園
囃
子
を
奏
で
な
が

ら
進
む
。
楼
車
の
細
工
は
精
緻
を
極
め
、

天
幕
、
水
引
幕
、
見
送
幕
な
ど
ま
さ
に

一
級
の
美
術
品
で
あ
る
。

　

宵
宮
に
は
提
灯
や
雪
洞
に
灯
が
点
さ

れ
、
い
よ
い
よ
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
さ

せ
る
。

伊
賀
上
野
天
神
祭

季
節
の
お
ま
つ
り
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宮
本
む
か
し
ば
な
し

宮
本
家
と
職
人
と

　

浅
草
で
神
輿
を
見
か
け
な
い
日
は
な
い
と

い
う
く
ら
い
、
年
間
三
六
〇
基
も
の
神
輿
を

製
作
し
た
時
期
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
基
の
神
輿
が
完
成
す
る
ま
で
に
約

一
年
か
か
る
こ
と
を
思
う
と
、
只
な
ら
ぬ
こ

と
で
す
。
そ
の
頃
、
職
人
の
多
く
は
住
み
込

み
で
働
い
て
お
り
、
作
業
場
の
上
に
あ
る
二

十
畳
の
部
屋
で
寝
泊
ま
り
を
し
て
い
ま
し

た
。
下
に
は
食
堂
も
あ
り
、
朝
晩
は
お
手
伝

い
の
方
々
が
忙
し
く
立
ち
働
き
、
職
人
は
五

時
終
業
後
、
夕
食
を
摂
り
、
夜
な
べ
を
し
て

働
く
の
が
毎
日
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

当
主
の
宮
本
家
と
職
人
と
は
仕
事
を
共
に
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
々
の
生
活
も
共

に
あ
り
、
家
族
同
然
の
付
き
合
い
で
も
あ
り
ま

し
た
。
職
人
は
終
生
、
職
人
と
し
て
技
を
磨

き
、
そ
れ
は
宮
本
の
技
と
し
て
脈
々
と
伝
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
世
代
が
代
わ
り
、
そ
の
当
時
を

肌
で
知
る

人
も
少
な

く
な
り
ま

し
た
が
、

太
鼓
と
神

輿
の
製
作

に
か
け
た

職
人
た
ち

に
学
ん
だ

世
代
が
今

の
工
場
を

担
っ
て
い

ま
す
。

浅
草
徒
然
に
�
き

金
龍
の
舞
　
十
月
十
八
日

　

浅
草
寺
本
堂
が
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

に
再
建
さ
れ
、
そ
れ
を
記
念
し
て
創
ら
れ
た
寺
舞

で
あ
る
。
「
金
龍
の
舞
」
の
名
は
浅
草
寺
の
山
号

「
金
龍
山
」
に
由
来
し
て
い
る
。
浅
草
寺
縁
起
に

よ
る
と
、
推
古
天
皇
三
十
六
年
（
六
二
四
）
三
月

十
八
日
早
朝
、
檜
前
浜
成
・
竹
成
兄
弟
が
江
戸
浦

で
漁
労
中
、
一
寸
八
分
の
黄
金
の
仏
像
が
投
網
に

か
か
り
掬
い
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
時
突
如
と
し
て

龍
が
天
か
ら
舞
い
降
り
て
観
音
像
を
守
護
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
土
師
中
知
が
拝
さ
れ
聖
観

 

世
音
菩
薩
の
尊
像
で
あ
る
と
知
り
祀
っ
た
。
浅
草

寺
ご
本
尊
で
あ
る
観
音
様
の
ご
縁
日
で
あ
る
十
八

日
に
ち
な
み
、
金
龍
の
長
さ
は
約
十
八
メ
ー
ト
ル
、

重
さ
は
約
八
十
八
キ
ロ
、
地
元
青
年
有
志
八
名
の

舞
手
に
よ
り
金
龍
が
境
内
や
仲
見
世
を
練
り
歩
き

ま
す
。
太
鼓
や
手
平
鉦
が
賑
や
か
に
鳴
り
響
く
中
、

観
音
様
を
象
徴
す
る
蓮
華
珠
に
導
か
れ
る
よ
う
に

金
龍
が
舞
う
姿
は
、
参
拝
の
皆
様
の
歓
声
を
集
め

て
お
り
ま
す
。
毎
年
三
月
十
八
と
十
月
十
八
日
に

浅
草
寺
境
内
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

祭
と
と
も
に

秋
祭
礼

　

東
京
近
郊
は
九
月
に
秋
祭
礼
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
し
た
。宮
本
の
半
纏
姿
を
お
見
か
け

く
だ
さ
っ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。連
日
、各
地
の
祭
礼
へ
と
赴

き
、ご
挨
拶
を
は
じ
め
、神
輿
や
山
車
巡
行
の

際
に
随
行
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。今
期
は
休
む
間
も
な
く
文
化
の
秋

へ
と
突
入
。様
々
な
催
し
が
色
と
り
ど
り
に

開
催
さ
れ
る
時
期
に
続
き
ま
す
。

浅草寺境内の金龍の舞（写真：宮本卯之助）

昭和三十年代　当時の職人たち

  　

山
車
祭
（
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
）

が
二
〇
一
六
年
十
一
月
、
ユ
ネ
ス
コ

の
無
形
文
化
遺
産
に
三
十
三
件
一
括

で
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
山

車
祭
は
「
地
域
文
化
の
多
様
性
を
示

し
て
お
り
、
地
域
の
安
泰
や
豊
作
な

ど
を
願
っ
て
住
民
が
執
り
行
い
、

金
工
、
漆
塗
り
、
染
織
と
い
っ
た
伝

統
工
芸
で
飾
ら
れ
た
山
車
」
と
定
義

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
各
地
を
訪

ね
歩
き
、
す
べ
て
の
山
車
祭
を
見
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

山
車
を
用
い
た
祭
の
原
点
は
、

京
都
・
八
坂
神
社
の
祇
園
祭
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
「
山
・

鉾
・
屋
台
行
事
」
は
、
だ
ん
じ
り
や

山
車
、
曳
山
、
山
笠
な
ど
の
形
で
各

地
に
広
が
り
、
そ
の
地
で
独
自
に
育

ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
上

野
天
神
祭
は
、
京
都
に
近
い
こ
と
も

あ
っ
て
祇
園
祭
の
流
れ
を
く
む
ゆ
っ

た
り
と
し
た
雅
な
祭
で
す
。

　

文
化
の
秋
を
迎
え
、
十
一
月
三
日

に
は
隅
田
公
園
で
浅
草
太
鼓
祭
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
浅
草
で
も
様
々
な

催
し
が
待
っ
て
い
ま
す
。

                           

宮
本
卯
之
助

赤坂氷川神社祭礼にて

ひ
の
く
ま

は
じ
の
な
か
と
も


